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今
年
で
十
六
回
目
を
迎
え
た

「
つ
ど
い
」
に
は
、
全
国
と
愛

知
か
ら
三
百
十
三
名
と
過
去
二

番
目
と
な
る
参
加
者
で
、
核
廃

絶
に
つ
い
て
の
活
発
な
討
論
が

お
こ
な
わ
れ
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
な
く

せ
核
兵
器
　
な
く
す
な
9
条

―
被
爆
60
年
を
節
目
に
、
新
た

な
決
意
で
前
進
を
」。

初
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、「
戦
争
・
核
の
恐
怖
か
ら

抜
け
出
す
平
和
へ
の
道
―
日
本

の
果
す
べ
き
役
割
は
？
」
を
テ

ー
マ
に
、
浅
井
基
文
氏
（
広
島

市
立
大
学
広
島
平
和
研
究
所
所

長
）、
本
秀
紀
氏
（
名
古
屋
大

学
大
学
院
法
学
研
究
科
教

授
）、
高
草
木
博
氏
（
日
本
原

水
協
事
務
局
長
）
の
三
氏
が

発
言
し
、
参
加
者
と
の
討
論

を
お
こ
な
っ
た
。

浅
井
氏
は
、「
い
ま
問
題
な

の
は
核
兵
器
に
対
す
る
関
心

の
低
下
と
、
被
爆
者
の
高
齢

化
で
体
験
が
継
承
さ
れ
な
く

な
る
こ
と
」「
原
爆
体
験
を
共

通
の
遺
産
に
す
べ
き
だ
」
と

訴
え
、
核
兵
器
廃
絶
運
動
と

平
和
憲
法
を
守
る
運
動
を
結

合
さ
せ
る
意
義
に
つ
い
て
語

っ
た
。
本
氏
は
「
日
本
が
世

九
月
二
十
五
日
、
ア
ニ
メ
映

画
『
ア
ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
』
の
自

主
上
映
会
が
富
山
県
民
会
館
で

開
か
れ
た
。
主
催
は
保
険
医
協

会
と
核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ
す
富

山
医
師
医
学
者
の
会
も
参
加
す

る
「
ア
ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
上
映
実

行
委
員
会
と
や
ま
」。

参
加
者
は
午
前
午
後
合
わ
せ

て
四
一
七
人
。
そ
の
う
ち
十
八

歳
以
下
は
百
十
二
人
で
会
場
内

に
小
学
生
の
姿
が
目
立
っ
た
。

上
映
前
の
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
で
は

多
く
の
人
が
「
核
兵
器
廃
絶
を

め
ざ
す
富
山
医
師
医
学
者
の

会
」
が
所
蔵
す
る
原
爆
パ
ネ
ル

に
見
入
っ
た
。

午
前
の
司
会
は
太
田
真
治
先

爆
心
地
か
ら
一
・
四
キ
ロ
の
距
離

に
あ
っ
た
浦
上
第
一
病
院
で
患
者
の

治
療
中
に
被
爆
し
た
ヒ
バ
ク
シ
ャ
で

あ
り
、
医
師
で
あ
っ
た
秋
月
辰
一
郎

先
生
は
、
さ
る
十
月
二
十
日
、
約
十

三
年
の
長
い
闘
病
生
活
の
後
、
静
か

に
息
を
ひ
き
と
ら
れ
た
。
享
年
八
十

九
歳
で
あ
っ
た
。
先
生
は
一
九
四
五

年
八
月
九
日
原
爆
投
下
の
直
後
か

ら
、被
爆
し
た
多
く
の
患
者
、ヒ
バ
ク

シ
ャ
達
を
昼
夜
兼
行
で
懸
命
に
治
療

し
て
い
た
が
、「
ピ
ン
セ
ッ
ト
を
動

か
し
て
い
る
手
が
つ
い

に
石
の
よ

う
に
動
か

な
く
な
っ

た
」
状
況

の
中
で
、

「
破
壊
し

て
お
い
て
治
療
せ
よ

と
は
何
事
か
！
」
と

遂
に
憤
り
を
抑
え
き

れ
ず
に
叫
ん
だ
と
手

記
の
中
に
記
し
て
お

ら
れ
た
。

一
九
七
七
年
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
被
爆
問
題
国
際
シ
ン
ポ
が
東

京
・
広
島
・
長
崎
の
三
都
市
を
結
ん

で
開
催
さ
れ
た
と
き
、
先
生
は
そ
の

日
本
準
備
委
員
会
の
結
成
呼
び
か
け

人
の
一
員
と
し
て
、
ま
た
長
崎
準
備

委
員
会
の
代
表
幹
事
と
し
て
大
い
に

活
躍
さ
れ
た
。
す
べ
て
の
ヒ
バ
ク
シ

ャ
が
、
こ
ん
ど
こ
そ
、
被
爆
の
実
相

と
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
実
情
を
世
界
に
向

け
て
訴
え
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
大

き
な
期
待
を
抱
い
た
の
で
あ
っ
た
。

一
九
七
七
年
七
月
末
、
各
専
門
分
野

の
国
際
調
査
団
が
長
崎
を
訪
れ
、
国

際
調
査
に
あ
た
っ
た
。

そ
の
う
ち
の
一
日
は
ヒ
バ
ク
シ
ャ

の
検
診
調
査
に
あ
て
ら
れ
た
。
長
崎

市
内
の
広
い
体
育
館
に
は
、
多
数
の

ヒ
バ
ク
シ
ャ
・
市
民
が
集
ま
っ
て
い

た
。
そ
の
観
衆
の
中
で
、
検
診
の
対

象
と
し
て
選
ば
れ
た
被
爆
者
が
一
人

一
人
国
際
調
査
団
医
師
の
前
に
出
て

検
診
を
受

け
た
の
で

あ
る
。
医

師
は
患
者

の
当
時
の

被
爆
の
状

況
を
説
明

す
る
語
り
部
と
通
訳
が
、
あ
ま
り
の

惨
状
に
言
葉
を
つ
ま
ら
せ
な
が
ら
話

す
の
を
聞
き
、
重
度
の
外
傷
や
火
傷

を
受
け
た
患
者
の
身
体
を
診
察
し
、

同
様
に
絶
句
し
て
し
ま
う
こ
と
し
ば

し
ば
で
あ
っ
た
。
診
察
の
わ
き
に
座

っ
た
秋
月
先
生
は
一
見
平
静
の
様
子

で
適
切
な
医
学
的
説
明
を
加
え
て
い

た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
先
生
の
内

心
は
興
奮
を
抑
え
き
れ
な
い
程
だ
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

先
生
を
し
て
「
死
の
同
心
円
」
と

い
わ
し
め
、
放
射
線
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
破
壊
さ
れ
た
爆
心
地
の
多
く
の
ヒ

バ
ク
シ
ャ
を
ま
の
あ
た
り
に
し
て
、

「
人
類
最
後
の
疾
病
（lastplague

）」

「
最
後
の
救
助
（lastaid

）」
と
の
思

い
を
強
く
し
て
お
ら
れ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
先
生
は
生
前
、
ヒ
バ

ク
シ
ャ
の
証
言
運
動
、
爆
心
地
附
近

の
地
図
の
復
元
運
動
な
ど
多
く
の
貴

重
な
足
跡
を
残
さ
れ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
以
上
に
被
爆
体
験
に
も
と
づ
い

た
将
来
の
核
戦
争
の
「
予
防
」
の
精

神
を
叫
び
つ
づ
け
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
の

精
神
に
つ
な
げ
て
い
っ
た
こ
と
が
、

最
大
の
足
跡
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

界
に
果
た
す
べ
き
役
割
は
憲
法

九
条
を
生
か
す
こ
と
だ
」
と
訴

え
た
。
高
草
木
氏
は
、
世
界
と

日
本
の
核
兵
器
廃
絶
を
め
ぐ
る

情
勢
と
運
動
の
現
状
に
つ
い
て

ふ
れ
、
そ
の
な
か
で
遠
慮
せ
ず

の
、
と
い
う
思
い
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
ど
う
い
う
ふ

う
に
怖
い
の
か
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
女
性
・
三
十
代
）

●
本
で
読
ん
で
知
識
は
あ
っ
た

が
、
映
像
で
み
る
と
悲
惨
さ
が

よ
く
わ
か
る
。
誇
張
で
も
何
で

も
な
い
等
身
大
の
被
害
が
よ
く

伝
わ
っ
た
。（
男
性
・
三
十
代
）

●
せ
ん
そ
う
を
や
め
た
い
き
も

ち
が
す
ご
く
ふ
え
ま
し
た
。
ま

わ
り
の
人
に
も
ぜ
ひ
つ
た
え
た

い
で
す
。
（
男
性
・
小
学
生
）

●
こ
れ
を
み
る
ま
で
ほ
ん
と
う

の
は
な
し
だ
と
お
も
わ
な
か
っ

た
。せ
ん
そ
う
は
こ
わ
か
っ
た
。

げ
ん
ば
く
を
お
と
す
の
は
だ
め

だ
と
お
も
う
。（

男
性
・
小
学
生
）

●
こ
の
映
画
は
全
国
そ
し
て
海

外
の
人
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

（
女
性
・
中
学
生
）

●
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
、
原
爆
に

あ
わ
れ
た
方
の
大
変
さ
が
よ
く

わ
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
実
際
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生
、
金
井
英
子
先
生
の
主
催
者

代
表
挨
拶
の
後
、
富
山
県
被
爆

者
協
議
会
事
務
局
長
の
田
島
正

雄
氏
が
被
爆
体
験
を
お
話
さ
れ

た
。
午
後
は
司
会
を
与
島
明
美

先
生
、
挨
拶
を
小
熊
清
史
先
生

が
行
な
い
、
被
爆
体
験
は
水
野

耕
子
氏
が
自
ら
の
体
験
を
語
っ

た
。水

野
氏
は
、
十
四
歳
の
と
き

長
崎
で
被
爆
し
、
原
爆
の
悲
惨

さ
と
憲
法
九
条
を
守
っ
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
た
。

●
一
言
で
は
言
い
表
せ
な
い
原

爆
の
恐
ろ
し
さ
、
人
間
の
助
け

合
い
と
、
何
と
も
言
い
表
せ
な

い
切
な
い
気
持
で
胸
が
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。
一
人
で
も

多
く
の
人
た
ち
に
見
て
欲
し

い
。

（
女
性
・
六
十
代
）

●
原
爆
の
こ
と
が
と
て
も
わ
か

り
や
す
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
は
、
た
だ
た
だ
怖
い
も

に
核
兵
器
廃
絶
と
憲
法
九
条
を

守
る
こ
と
を
結
び
つ
け
て
語
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
述
べ

た
。二

日
目
に
は
、
肥
田
舜
太
郎

氏
（
日
本
被
団
協
原
爆
被
害
者

中
央
相
談
所
理
事
長
）
に
よ
る

「
医
師
と
し
て
の
被
爆
体
験
を

語
る
」
と
題
し
て
の
講
演
と
四

つ
の
テ
ー
マ
で
の
分
科
会
が
お

こ
な
わ
れ
た
（
テ
ー
マ
と
報
告

者
は
三
面
に
掲
載
）。
肥
田
氏

は
、
六
十
年
前
に
広
島
で
原
爆

投
下
に
遭
遇
し
た
と
き
を
起
点

に
被
爆
者
を
診
療
し
て
き
た
自

ら
の
被
爆
医
療
の
体
験
に
も
ふ

れ
な
が
ら
、
被
爆
者
に
よ
り
そ

い
、
放
射
線
被
曝
に
つ
い
て
学

び
、
核
の
問
題
に
明
る
い
医
者

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け

た
。原

爆
症
の
分
科
会
で
は
、
韓

国
か
ら
参
加
し
た
二
人
の
医
師

が
二
〇
〇
四
年
に
お
こ
な
っ
た

韓
国
人
被
爆
者
の
実
態
調
査
の

結
果
を
報
告
。
ま
た
劣
化
ウ
ラ

ン
被
害
の
分
科
会
で
は
、
愛
知

医
大
の
整
形
外
科
と
放
射
線
科

で
研
修
中
の
二
人
の
イ
ラ
ク
人

医
師
が
イ
ラ
ク
の
現
状
と
健
康

被
害
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

つ
ど
い
の
最
後
に
、
核
戦
争

を
防
止
し
、
核
兵
器
廃
絶
を
求

め
る
活
動
を
進
め
、
憲
法
九
条

を
守
る
運
動
を
強
め
よ
う
と
の

「
愛
知
宣
言
」
を
採
択
し
閉
会

し
た
。

十
月
二
十
二
日
・
二
十
三
日
に

愛
知
で
開
催
さ
れ
た
反
核
医
師
・

医
学
者
の
つ
ど
い
に
ご
参
加
、
ご

協
力
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら

感
謝
致
し
ま
す
。

昨
年
三
月
一
日
、
反
核
医
師
の

会
・
愛
知
の
飯
島
宗
一
代
表
を
亡

く
し
、
私
が
代
表
に
、
事
務
局
長

に
中
川
武
夫
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
幸
運
な
の
は
、
中
川
氏
が
全

国
の
会
の
常
任
世
話
人
で
あ
っ
た

こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
、
八
一
年
の
第
一
回

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
創

立
以
来
、
い
ち

早
く
「
反
核
医

師
の
会
」
を
設

立
し
、
代
表
に

飯
島
先
生
が
就

任
。
そ
し
て
、
浅
野
晴
義
先
生
が

将
来
を
見
越
し
て
、
当
時
保
団
連

役
員
で
あ
っ
た
私
を
事
務
局
長
に

推
薦
し
ま
し
た
。
頼
り
な
い
私
で

し
た
が
、
学
生
時
代
、
演
劇
青
年

で
あ
っ
た
こ
と
で
、
広
く
演
劇
や

音
楽
関
係
の
知
人
が
あ
っ
た
の

で
、
加
藤
友
康
先
生
（
名
大
混
声

合
唱
団
・
マ
ジ
シ
ャ
ン
）も
参
加
。

市
民
と
の
結
び
つ
き
が
多
か
っ
た

こ
と
も
幸
い
し
ま
し
た
。

特
に
第
七
回
に
続
い
て
今
回

も
、
中
川
先
生
の
お
か
げ
で
中
京

大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
被
爆
60
周
年
と
い
う

節
目
で
名
古
屋
は
日
本
の
真
中
で

交
通
の
便
も
よ
く
、
北
海
道
か
ら

沖
縄
ま
で
幅
広
く
同
志
の
先
生
が

ご
参
加
い
た
だ
い
た
こ
と
に
私
か

ら
も
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま

す
。私

た
ち
の
感

想
を
申
し
上
げ

ま
す
と
、
肥
田

先
生
を
は
じ
め
、
日
本
に
お
け
る

優
秀
な
演
者
を
講
師
と
し
て
ご
招

待
で
き
た
こ
と
。
二
人
の
韓
国
人

医
師
に
よ
る
報
告
と
医
学
生
の
若

い
多
く
の
人
た
ち
の
参
加
を
得
た

こ
と
。
実
行
委
員
会
に
も
夜
遅
く

ま
で
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

つ
ど
い
に
先
立
ち
ア
ニ
メ
映
画

「
ア
ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
」
を
東
海
で

初
め
て
上
映
し
ま
し
た
。
残
念
な

こ
と
は
つ
ど
い
前
日
に
モ
デ
ル
と

な
っ
た
長
崎
の
秋
月
先
生
が
な
く

な
ら
れ
た
こ
と
を
報
告
し
、
参
加

者
で
黙
祷
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

今
回
は
人
数
の
面
で
も
内
容
の

面
で
も
大
成
功
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

全
国
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
の
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

現地実行委員会の招きで韓国人
医師のチョン・ヒョンチュン氏、
キム・チンクク氏の２名が参加
し、「在韓被爆者」の実態調査に
ついて報告した。
調査は国家人権委員会の承認を

受け、2004年、韓国原爆被害者協
会の登録者2235人を対象に実施さ
れ、過半数の1256人の有効回答を
得た。
９割の1189人が広島で、68人が

長崎で被爆。そのうち０～19歳で

被爆した人が84.0％だった。疾患
別ではうつ症状や白血病などの発
生率が通常より高いことや、高血
圧（40.1％）、胃・十二指腸潰瘍
（25.7％）、貧血（23.3％）などの
疾患がある実態がはじめて明らか
にされた。
キム医師は、「被害者の９割は

亡くなり、生存者のケアも十分で
はない。朝鮮半島の平和が被爆者
への唯一の慰安になる」などと訴
えた。

【
後
援
】

中
日
新
聞
社
、
朝
日
新
聞

社
、
愛
知
県
原
水
爆
被
災

者
の
会
（
愛
友
会
）、
被

爆
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
反
核
日
本
の
音
楽
家

た
ち
・
名
古
屋
、
核
兵
器

廃
絶
・
平
和
を
守
る
名
古

屋
舞
台
人
の
集
い

【
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

広
島
市
長
・
秋
葉
忠
利

参
議
院
議
員
・
小
池
晃

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体

協
議
会

原
水
爆
禁
止
日
本
協
議
会

十
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
の
二
日
間
、
愛
知
県
名

古
屋
市
の
中
京
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、

「
核
戦
争
に
反
対
し
、
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
医
師
・

医
学
者
の
つ
ど
い
IN
愛
知
」
が
開
催
さ
れ
た
。

第
16
回
反
核
医
師
・
医
学
者
の

つ
ど
い
IN
愛
知
を
終
え
て

実
行
委
員
長

堀
場
英
也

在韓被爆者の実態調査を報告

全
国
か
ら
三
百
十
三
名
が
参
加
し
熱
心
な
討
論
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

「
医
師
と
し
て
の
被
爆
体
験

を
語
る
」
肥
田
舜
太
郎
先
生
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アンゼラスの鐘

全国に先がけて自主上映
富山医師医学者の会

に
体
験
さ
れ
た
方
の
お
話
が
一

番
心
に
響
き
ま
し
た
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
日
本
人
は

一
番
わ
か
っ
て
い
る
は
ず
な
の

に
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

（
女
性
・
三
十
代
）

●
自
分
た
ち
の
世
代
は
戦
争
に

つ
い
て
は
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で

聞
か
さ
れ
て
い
る
が
、
体
で
体

験
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
ど

ん
な
に
悲
惨
か
と
い
う
の
は
わ

か
ら
な
い
。
そ
の
「
わ
か
ら
な

い
」
と
い
う
こ
と
は
ど
ん
な
に

幸
せ
で
あ
り
、
ま
た
は
平
和
ボ

ケ
を
し
て
い
る
の
か
っ
て
思

う
。
今
日
、
世
界
で
は
戦
争
を

し
て
い
る
国
、
ま
た
は
そ
れ
に

お
金
や
力
を
入
れ
て
い
る
国
が

数
多
く
あ
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
や
は
り
戦
争
放
棄
を
し
て

い
る
日
本
を
こ
れ
か
ら
も
地
球

全
体
の
お
手
本
に
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

（
女
性
・
高
校
生
）

感
想
よ
り

反核医師・医学者のつどいIN愛知に313人

待
合
室
に
、

ぜ
ひ
一
冊
を
！

絵
解
き
物
語
は
、
著
者
の

小
学
校
入
学
時
の
教
科
書
の

軍
国
少
年
育
成
か
ら
始
ま

り
、
日
中
戦
争
、
太
平
洋
戦

争
と
い
う
流
れ
の
中
で
、
高

等
小
卒
業
後
、
家
の
事
情
で

絵
を
諦
め
、
働
き
な
が
ら
勉

強
で
き
る
長
崎
の
三
菱
造
船

所
に
就
職
。そ
し
て
被
爆
…
。

戦
争
の
さ
な
か
、
著
者
と
周

り
の
人
び
と
の
暮
ら
し
、

「
勝
っ
た
、
勝
っ
た
」
の
虚

偽
報
道
の
裏
で
の
戦
争
の
実

態
な
ど
を
、
リ
ア
ル
に
分
か

り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。

被
爆
当
時
、
17
歳
だ
っ
た
著

者
が
語
る
被
爆
の
実
相
は
、

全
ペ
ー
ジ
に
添
え
ら
れ
た
画

に
よ
っ
て
、
一
層
リ
ア
ル
な

迫
力
で
訴
え
か
け
て
く
る
。

し
か
も
、
そ
の
被
爆
実
相
の

凄
惨
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
暗
さ
」
を
殆
ど
感
じ
さ
せ

な
い
の
は
、
著
者
の
漫
画
の

優
し
さ
の
セ
イ
で
あ
ろ
う
と

思
う
。
反
戦
・
平
和
の
声
を

広
げ
る
た
め
、
ぜ
ひ
一
冊
を

待
合
室
に
お
い
て
欲
し
い
。

（
反
核
医
師
の
会
常
任
世
話

人
・
佐
々
木
秀
隆
）

ぼ
く
の
消
え
な
い
記
憶
（
一
九
四
五
・
八
・
九
）

漫
画
「
あ
の
日
の
こ
と
」

（
西
山
進
著
）

長
崎
の
被
爆
者
で
漫
画
家
の
著
者
が
、
自
ら
の
戦
時
生

活
と
被
爆
体
験
を
、『
二
度
と
戦
争
は
し
て
な
ら
な
い
、

「
あ
の
日
の
こ
と
」
を
書
き
残
し
て
、
次
の
世
代
に
伝
え

た
い
』
と
の
想
い
で
、
漫
画
を
添
え
た
自
分
史
を
出
版

し
た
。

書 評

定価 1800円　クリエイティブ21刊

故
秋
月
辰
一
郎
先
生
の

御
遺
志
を
ひ
き
つ
い
で

反
核
医
師
の
会
　
常
任
世
話
人

武
居
　
洋

追
悼
の
こ
と
ば

一
九
七
七
年
八
月
の
「
被
爆
の
実
相
と
そ
の
後
遺
・
被
爆

者
の
実
情
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
発
表
す
る

秋
月
辰
一
郎
氏

ア
ニ
メ
映
画
『
ア
ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
』
か
ら
（「
製
作
委
員
会
」
提
供
）

反核医師・医学者のつどいIN愛知に313人
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日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協

議
会
（
略
称
「
被
団
協
」）
が

主
催
す
る
『
―
核
兵
器
も
戦
争

も
な
い
世
界
を
目
指
し
て
―

被
爆
60
年
10
・
18
大
集
会
』が
、

東
京
・
九
段
会
館
で
開
か
れ
、

全
国
各
地
か
ら
被
爆
者
・
支
援

者
ら
八
百
人
が
参
加
し
た
。
反

核
医
師
の
会
か
ら
は
児
島
徹
代

表
世
話
人
が
参
加
し
た
。

集
会
で
は
、
ビ
デ
オ
映
像
と

証
言
に
よ
る
被
爆
者
運
動
の
六

十
年
の
歩
み
が
紹
介
さ
れ
、
広

島
、
長
崎
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
続
き
、
民
主
党
、
公
明
党
、

共
産
党
、
社
民
党
の
各
国
会
議

員
か
ら
、被
爆
者
の
要
求
実
現
、

集
団
訴
訟
勝
利
へ
の
取
り
組
み

の
決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

う
た
と
合
唱
に
続
い
て
、
各

地
の
集
団
訴
訟
の
原
告
、
弁
護

団
、
支
援
者
か
ら
、
原
爆
症
集

団
訴
訟
の
取
り
組
み
報
告
と
、

裁
判
勝
利
を
目
指
す
訴
え
が
行

わ
れ
た
。

弁
護
団
か
ら
は
、
認
定
率

〇
・
七
％
未
満
と
い
う
厳
し
い

認
定
基
準
は
、
核
兵
器
の
長
年

に
わ
た
る
影
響
を
認
め
た
く
な

い
と
の
態
度
の
表
れ
と
指
摘
。

基
準
の
見
直
し
は
、
核
兵
器
廃

絶
へ
の
大
き
な
展
望
と
な
る
と

訴
訟
の
意
味
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
全
て
の
生
存
被
爆
者
へ
の

手
厚
い
対
応
を
実
現
す
る
た
め

に
も
認
定
基
準
の
見
直
し
を
求

め
る
と
強
く
訴
え
た
。

ま
た
、
熊
本
県
で
取
り
組
ま

れ
た
被
爆
者
健
康
調
査
の
取
り

組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。
被
爆
者

と
非
被
爆
者
の
健
康
状
態
を
比

較
し
た
結
果
、
国
か
ら
原
爆
放

射
能
の
影
響
は
な
い
と
さ
れ
て

い
る
入
市
被
爆
者
や
、
遠
距
離

被
爆
者
に
お
け
る
が
ん
の
発
生

率
が
、
非
被
爆
者
の
二
倍
以
上

に
達
し
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
、
今
後
の
集
団
訴
訟
で
証
言

が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
紹
介
さ

れ
た
。

最
後
に
、
来
春
に
迫
っ
た
認

定
訴
訟
判
決
に
向
け
た
運
動

と
、
核
兵
器
廃
絶
の
運
動
を
大

き
く
広
げ
よ
う
と
の
集
会
ア
ピ

ー
ル
を
採
択
し
た
。

塩
川
常
任
世
話
人
は
、
報
告

の
冒
頭
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
め

ざ
し
、
会
の
さ
ら
な
る
発
展
の

た
め
に
、「
激
動
す
る
情
勢
の

特
徴
を
つ
か
み
、
こ
の
一
年
間

「
核
戦
争
に
反
対
す
る
医
師
の

会
―
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｗ
」
の
活
動
に
参
加

す
る
私
た
ち
は
、
終
戦
・
被
爆
60

年
の
今
年
、
第
16
回
〝
つ
ど
い
〞

を
名
古
屋
で
開
催
し
、
核
戦
争
を

防
止
し
、
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る

活
動
を
前
進
さ
せ
よ
う
と
新
た
な

決
意
を
固
め
あ
い
ま
し
た
。

日
本
国
民
は
、
二
千
万
の
ア
ジ

ア
諸
国
民
、
三
百
十
万
の
日
本
国

民
の
命
を
奪
っ
た
第
二
次
世
界
大

戦
か
ら
の
教
訓
を
、
加
害
国
の
立

場
か
ら
も
引
き
出
し
ま
し
た
。
も

う
二
度
と
戦
争
は
し
な
い
と
い
う

国
民
の
決
意
は
、
日
本
国
憲
法
第

九
条
「
戦
争
放
棄
」
で
高
ら
か
に

う
た
わ
れ
ま
し
た
。「
…
武
力
に
よ

る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国

際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て

は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
」

「
前
項
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
こ
れ

を
保
持
し
な
い
。
国
の
交
戦
権
は
、

こ
れ
を
認
め
な
い
」
と
国
際
的
に

公
約
し
た
の
で
す
。
国
際
平
和
に

と
っ
て
、
先
駆
的
な
平
和
憲
法
九

条
は
六
十
年
間
、
外
国
に
行
き
、

武
力
で
人
を
殺
さ
な
か
っ
た
と
い

う
、
誇
り
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

過
半
数
を
優
に
超
え
る
国
民
の

意
思
と
は
う
ら
は
ら
に
、
国
会
で

は
「
改
憲
論
者
」
が
多
数
を
占
め

て
い
ま
す
。
自
民
党
新
憲
法
起
草

委
員
会

は
、
十
月

中
に
草
案

を
提
出
予

定
で
す
。

ア
メ
リ
カ

の
一
国
世
界
支
配
に
追
随
し
、
ア

メ
リ
カ
の
戦
争
に
参
加
し
、
戦
争

を
す
る
国
に
変
え
よ
う
と
す
る
力

は
そ
の
勢
い
を
増
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
知
性
を
代
表
す
る
有
識
者

か
ら
出
さ
れ
た
「
九
条
の
会
」
ア

ピ
ー
ル
に
こ
た
え
、
一
年
余
で
全

国
に
三
千
二
百
を
超
え
る
「
九
条

の
会
」
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
四
年
度
の
被
爆
者
数
は
、

二
十
六
万
六
千
五
百
九
十
八
人
、

一
年
間
で
七
千
三
百
二
十
人
の
被

爆
者
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
被

爆
者
の
平
均
年
齢
は
七
十
三
歳
と

高
齢
化
し
て
い
ま
す
。
世
界
に
被

爆
の
実
相
を
伝
え
、
核
兵
器
廃
絶

運
動
の
先
頭
に
た
っ
て
き
た
日
本

原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
（
被

団
協
）
は
、
今
日
ま
で
四
回
、
ノ

ー
ベ
ル
平
和
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
、
原
爆
症
認
定

制
度
の
抜
本
的
転
換
、
被
爆
者
行

政
の
改
善
、
核
兵
器
廃
絶
へ
の
世

論
の
高
揚
を
掲
げ
、
全
国
で
原
爆

症
認
定
集
団
訴
訟
を
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
日
常
的
に
被
爆
者
医
療

に
携
わ
る
私
た
ち
は
、
国
内
外
の

被
爆
者
の
苦
難
に
満
ち
た
六
十
年

の
人
生
に
思
い
を
馳
せ
、
こ
の
裁

判
の
勝
利
に
向
け
被
爆
者
と
と
も

に
全
力
で
奮
闘
す
る
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
に
結
集

す
る
世
界
の
医
師
た
ち
と
と
も
に
、

核
廃
絶
を
求
め
活
動
す
る
諸
組
織

と
連
帯
し
活
動
し
て
い
ま
す
。
世

界
に
は
今
な
お
一
万
五
千
発
の
核

弾
頭
が
い

つ
で
も
使

用
可
能
な

状
態
で
配

置
さ
れ
て

い
ま
す
。

イ
ラ
ク
で
は
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
被

害
に
苦
し
み
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
じ

め
多
く
の
国
の
子
ど
も
た
ち
が
地

雷
で
手
足
を
失
う
悲
劇
が
毎
日
の

よ
う
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
日
本

で
は
米
軍
基
地
の
強
化
・
再
編
が

国
民
の
税
金
で
賄
わ
れ
、
基
地
周

辺
の
人
々
を
危
険
に
さ
ら
す
だ
け

で
な
く
、
環
境
破
壊
さ
え
起
こ
し

て
い
ま
す
。
な
に
よ
り
も
平
和
憲

法
第
九
条
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。
日
本
国
憲
法
第
九
条
を

守
る
国
民
的
大
運
動
を
一
層
強
化

す
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
す
。

人
間
の
生
命
と
健
康
を
守
る
こ

と
を
社
会
的
使
命
と
し
て
、
働
き
、

学
ぶ
医
師
・
歯
科
医
師
・
医
学
者

の
皆
さ
ん
に
訴
え
ま
す
。「
核
戦
争

に
反
対
す
る
医
師
の
会
」
の
活
動

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

「
平
和
と
は
、
ど
こ
か
で
進
行

し
て
い
る
戦
争
を
知
ら
ず
に
い
ら

れ
る
、
つ
か
の
間
の
優
雅
な
無
知

だ
」（
ビ
ン
セ
ン
ト
・
ミ
レ
ー
一
九

四
〇
年
）
と
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

「
平
和
へ
の
文
化
」
の
創
造
に
奮
闘

し
ま
し
ょ
う
。

二
〇
〇
五
年
十
月
二
十
三
日

第
16
回
核
戦
争
に
反
対
し
、

核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
集
い
IN
愛
知

の
活
動
を
振
り
返
り
、
今
後
の

活
動
方
針
に
つ
い
て
活
発
に
議

論
し
、
行
動
に
移
そ
う
」
と
よ

び
か
け
た
。

ま
ず
核
兵
器
と
平
和
を
め
ぐ

る
国
際
情
勢
に
つ
い
て
述
べ
、

今
年
五
月
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

の
核
兵
器
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ

Ｔ
）再
検
討
会
議
で
は
、

米
国
政
府
に
よ
る
妨
害

も
あ
っ
た
が
、
一
方
で

大
き
な
前
進
も
あ
っ
た

こ
と
を
紹
介
。そ
れ
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｔ
第
六
条
の
核
軍

縮
義
務
を
核
兵
器
保
有

国
に
履
行
さ
せ
る
た
め

の
「
第
六
条
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
発
足
さ
せ
る
こ

と
、
平
和
市
長
会
議
が

国
連
に
核
兵
器
禁
止
条

約
を
協
議
す
る
た
め
の

特
別
委
員
会
の
設
置
を

求
め
る
こ
と
を
決
定
し

た
こ
と
だ
と
指
摘
し

た
。米

国
の
ブ
ッ
シ
ュ
政

権
が
、「
新
た
な
脅
威
」

に
先
制
攻
撃
で
対
応
す

る
と
い
う
方
針
を
と
り

続
け
て
い
る
こ
と
に
ふ

れ
、「
こ
の
よ
う
な
一

国
単
独
行
動
主
義
で

は
、
大
量
破
壊
兵
器
の

拡
散
問
題
や
テ
ロ
問
題

を
解
決
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
強
調
。
核

超
大
国
の
横
暴
を
許
さ

医
師
・
医
学
者
ら
に
よ
る

「
九
条
の
会
・
医
療
者
の
会
」

が
十
二
日
、
東
京
大
学
医
学
部

講
堂
で
結
成
一
周
年
記
念
の
東

京
講
演
会
を
開
催
し
た
＝
写

真
＝
。
講
演
会
に
は
、
北
海
道

か
ら
沖
縄
ま
で
、
五
百
人
を
超

え
る
医
師
、
歯
科
医
師
、
一
般

市
民
ら
が
つ
め
か

け
、
会
場
あ
ふ
れ

る
参
加
者
と
な
っ

た
。
講
演
会
で
は
、

鎌
田
實
・
諏
訪
中

央
病
院
名
誉
院
長
、

肥
田
舜
太
郎
・
日

本
被
団
協
原
爆
被

害
者
中
央
相
談
所

理
事
長
（
と
も
に

呼
び
か
け
人
）、
記

録
映
画
作
家
の
ジ

ャ
ン
・
ユ
ン
カ
ー

マ
ン
監
督
、「
九
条

の
会
」
の
呼
び
か

け
人
で
奥
平
康

ず
、
問
題
の
平
和
的
解
決
と
い

う
普
遍
的
な
国
際
ル
ー
ル
が
貫

か
れ
る
た
め
に
も
、
一
九
四
六

年
の
第
一
号
決
議
で
核
兵
器
廃

絶
を
誓
っ
た
国
際
連
合
に
は
特

別
な
役
割
が
あ
る
と
訴
え
た
。

続
い
て
日
本
政
府
の
対
米
追

随
姿
勢
に
つ
い
て
報
告
。
米

国
・
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
世
界
で

最
も
忠
誠
を
誓
っ
て
い
る
の
が

日
本
の
小
泉
首
相
で
あ
り
、
日

本
政
府
の
核
兵
器
政
策
、
イ
ラ

ク
へ
の
自
衛
隊
派
遣
な
ど
に
つ

い
て
言
及
し
た
。
ま
た
、
小
泉

首
相
の
靖
国
神
社
へ
の
参
拝
問

題
に
つ
い
て
は
、
保
守
・
反
動

勢
力
の
「
戦
争
す
る
国
」
へ
の

た
く
ら
み
の
象
徴
的
行
為
で
あ

る
こ
と
、「
新
し
い
歴
史
教
科

書
を
つ
く
る
会
」
の
動
き
や
教

育
基
本
法
改
定
の
策
動
も
、
国

の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

の
攻
撃
と
し
て
見
逃
せ
な
い
問

題
だ
と
指
摘
し
た
。

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
り
、
平

和
憲
法
と
非
核
三
原
則
を
も
つ

日
本
に
対
し
て
、
世
界
と
ア
ジ

ア
諸
国
が
求
め
て
い
る
の
は
、

紛
争
の
平
和
的
解
決
と
核
兵
器

廃
絶
に
固
有
の
役
割
を
発
揮
す

る
こ
と
だ
と
強
調
し
た
。

ま
た
、
先
の
総
選
挙
の
結
果

に
も
ふ
れ
、
日
米
支
配
層
に
よ

る
改
憲
の
「
本
丸
」
は
、
憲
法

第
九
条
、
特
に
第
二
項
の
改
廃

だ
と
指
摘
。
憲
法
改
悪
の
動
き

に
断
固
反
対
し
、「
九
条
の
会
」

や「
九
条
の
会
・
医
療
者
の
会
」

に
結
集
し
な
が
ら
、
世
界
に
誇

れ
る
第
九
条
を
何
と
し
て
も
守

り
抜
こ
う
と
よ
び
か
け
た
。

平
均
年
齢
が
七
十
三
歳
、
悪

性
腫
瘍
を
は
じ
め
、
原
爆
の
影

響
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
さ
ま

ざ
ま
な
疾
病
に
苦
し
め
ら
れ
て

い
る
被
爆
者
た
ち
の
現
状
を
憂

慮
。
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
勝

利
や
被
爆
者
健
診
充
実
の
た
め

に
は
、
全
国
の
医
師
・
医
学
者

の
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
国
の

姿
勢
を
変
え
る
運
動
そ
し
て
被

爆
者
と
連
帯
を
深
め
る
運
動
と

し
て
位
置
付
け
、
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
こ
う
と
よ
び
か
け

た
。

次
に
、「
つ
ど
い
」
か

ら
「
医
師
の
会
」
へ
の
組

織
化
と
当
面
の
課
題
に
つ

い
て
報
告
。

現
在
、
全
国
四
十
七
都
道
府

県
中
、
二
十
八
の
都
道
府
県
に

反
核
医
師
の
会
が
あ
る
こ
と
、

沖
縄
、
茨
城
な
ど
最
近
結
成
さ

れ
た
県
が
あ
る
一
方
で
、
活
動

の
停
滞
、
会
員
の
減
少
傾
向
な

ど
の
実
態
が
あ
り
、
未
結
成
の

県
へ
の
援
助
と
合
わ
せ
た
対
策

が
急
務
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し

た
。ま

た
、
全
国
の
「
反
核
医
師

の
会
」
は
こ
の
一
年
間
で
、
団

体
会
員
二
十
四
、
個
人
会
員
二

百
五
名
ま
で
会
員
数
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
学
生
や
若
手
医
師

に
私
た
ち
の
運
動
を
引
き
継
い

で
も
ら
う
こ
と
は
、
反
核
・
平

和
運
動
に
と
っ
て
死
活
の
課
題

だ
と
し
て
、
意
識
的
な
取
り
組

み
を
よ
び
か
け
た
。

最
後
に
、
第
二
次
世
界
大
戦

終
結
か
ら
六
十
年
、
そ
し
て
原

爆
被
爆
か
ら
六
十
年
経
っ
た
い

ま
、
人
類
に
は
「
力
の
論
理
」

を
克
服
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
メ
イ
ン
テ
ー
マ
「
な

く
せ
核
兵
器
、
な
く
す
な
九
条

―
―
被
爆
六
十
年
を
節
目
に
、

新
た
な
決
意
で
前
進
を
」
の
呼

弘
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
が
リ

レ
ー
ト
ー
ク
を
お
こ
な
っ
た
。

ま
た
、
フ
ロ
ア
ー
か
ら
は
、

愛
知
、
岡
山
、
兵
庫
の
会
か
ら

と
り
く
み
が
報
告
さ
れ
た
。

「
会
」
か
ら
は
、
①
「
呼
び

か
け
」
を
全
国
す
べ
て
の
医

師
・
歯
科
医
師
・
医
学
者
・
医

療
関
係
者
に
ひ
ろ
め
、
当
面
一

万
人
を
目
標
に
賛
同
者
を
広
げ

る
こ
と
、
②
各
地
で
旺
盛
に
講

演
会
・
学
習
会
を
行
う
こ
と
、

③
引
き
続
き
募
金
へ
の
協
力
者

を
広
げ
る
こ
と
な
ど
が
提
起
さ

れ
た
。

◆

各
地
の
「
九
条
の
会
・
医
療

者
の
会
」（
発
足
日
）

宮
城

九
条
の
会
ア
ピ
ー
ル
を

支
持
す
る
み
や
ぎ
医
師
・
医
学

者
の
会（
二
〇
〇
五
・
九
・
四
）

富
山
「
九
条
の
会
」
に
賛
同
す

る
富
山
医
師
歯
科
医
師
の
会

（
二
〇
〇
四
・
八
・
三
）
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山
梨
「
九
条
の
会
」
ア
ピ
ー
ル

を
支
持
す
る
山
梨
医
師
・
医
学

者
の
会
（
二
〇
〇
五
・
二
・
二

十
四
）

愛
知

あ
い
ち
医
師
・
歯
科
医

師
九
条
の
会
（
二
〇
〇
五
・

十
・
二
十
七
）

兵
庫
「
九
条
の
会
」
ア
ピ
ー
ル

に
賛
同
す
る
兵
庫
県
医
師
･
歯

科
医
師
･
医
学
者
の
会
（
二
〇

〇
五
・
十
一
・
二
十
一
）

10月22日に開催された第１回全国世話人会において、「申
し合わせ事項」の『「反核医師の会」会費について』の一部
改定が確認された。これまでの活動の中で全国団体の県連
などから上記会費規定で県連として会の趣旨に賛同し、申
し合わせ事項に沿って会員になる場合、会費はどの項目に
該当するのかという疑義が出されていたため。

改定内容

〈改訂前〉

１）団体会員（各県の反核医師の会） 一口　10，000円

〈改訂後〉

１）団体会員（各県の「反核医師の会」などの団体）
一口　10，000円

「
つ
ど
い
」
の
一
日
目
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
あ

と
全
体
集
会
が
お
こ
な
わ
れ
、
常
任
世
話
人
会
を

代
表
し
て
塩
川
哲
男
常
任
世
話
人
（
北
海
道
）
が

基
調
報
告
を
お
こ
な
っ
た
。

「
新
た
な
決
意
で
」医
師
・
医
学
者
の

社
会
的
責
務
を
果
た
し
て
い
こ
う

―
―
常
任
世
話
人
会
が
基
調
報
告

な
く
せ
核
兵
器
、
な
く
す
な
9
条

―
―
愛
知
宣
言
―
―

九条の会・医療者の会
一周年の講演会

北
海
道
か
ら
鹿
児
島
ま
で
、

集
団
訴
訟
の
原
告
、
弁
護
団
、

支
援
者
が
勢
ぞ
ろ
い
（
中
央

は
歌
手
の
横
井
久
美
子
さ
ん
）
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60
年
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集
会
に
八
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被
爆
60
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・
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集
会
に
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人
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に
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会
に
八
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被
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集
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に
八
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に
八
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被
爆
60
年
10
・
18
集
会
に
八
百
人

被
爆
60
年
10
・
18
集
会
に
八
百
人

被
爆
60
年
10
・
18
集
会
に
八
百
人

被
爆
60
年
10
・
18
集
会
に
八
百
人

被
爆
60
年
10
・
18
集
会
に
八
百
人

被
爆
60
年
10
・
18
集
会
に
八
百
人

被
爆
60
年
10
・
18
集
会
に
八
百
人

被
爆
60
年
10
・
18
集
会
に
八
百
人

被
爆
60
年
10
・
18
集
会
に
八
百
人

被
爆
60
年
10
・
18
集
会
に
八
百
人

び
か
け
に
こ
た
え
て
、
被
爆
者

や
平
和
を
求
め
る
諸
団
体
と
手

を
携
え
な
が
ら
、
文
字
通
り

「
新
た
な
決
意
で
」
医
師
・
医

「反核医師の会」会費について改定

初
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
争
・
核
の
恐
怖
か
ら
抜
け

出
す
平
和
へ
の
道
―
日
本
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
？
」

ロビーの書籍コーナー

核
兵
器
と
平
和
を

め
ぐ
る
国
際
情
勢

「
つ
ど
い
」
か
ら

「
医
師
の
会
」
へ
の

組
織
化
と

当
面
の
課
題

原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
、

被
爆
者
医
療
の

取
り
組
み

小
泉
内
閣
の

対
米
追
従
姿
勢
と

憲
法
九
条
の
危
機

岡
山
「
九
条
の
会
」
ア
ピ
ー
ル

を
支
持
す
る
岡
山
県
医
師
・
歯

科
医
師
の
会
（
二
〇
〇
五
・

九
・
三
十
）

香
川

九
条
の
会
・
香
川
医
療

者
の
会
（
二
〇
〇
五
・
八
・

七
）

宮
崎

み
や
ざ
き
医
療
者
の
九

条
の
会
（
二
〇
〇
五
・
十
一
・

十
一
）

○第１分科会

「核兵器廃絶をめざして～世代を超えて医師の役割を考える～」
報告者：新原昭治氏（非核の政府を求める会核問題調査専門委員）
助言者：高草木博氏（原水爆禁止日本協議会事務局長）
〈パネルディスカッション〉

青木　淳氏（ヘルスコープおおさか・コープ大阪病院・内科医師）
原　和人氏（反核医師の会常任世話人）

○第２分科会

「原爆症とは何か―集団訴訟勝利、被爆者の救済のために」
報告者：聞間　元氏（全日本民医連被ばく問題委員会委員長）

沢田昭二氏（物理学者・名古屋大学名誉教授）
樽井直樹氏（原爆症認定訴訟名古屋弁護団事務局長）
チョン・ヒョンチュン氏（韓国・翰林大学漢江聖心病院、環境医学医師）

キム・チンクク氏（韓国・大邱赤十字病院、神経内科医師）
○第３分科会

「憲法と日本の戦争責任」
報告者：高橋　信氏（名古屋三菱・朝鮮女子勤労挺身隊訴訟を支援する会代表）

池住義憲氏（自衛隊イラク派兵差し止め訴訟の会代表）
飯室勝彦氏（中京大学教授・中日新聞論説委員）

○第４分科会

「劣化ウランの被害と劣化ウラン弾禁止運動」
報告者：嘉指信雄氏（神戸大学教授・NODUヒロシマ･プロジェクト代表）

小野万里子氏（弁護士、セイブ･イラクチルドレン･名古屋代表）
カリド･イドリッシ氏（イラク・バスラ教育病院整形外科医）
アッバース･アル･カナン氏（イラク・バスラ教育病院放射線科医）
斉藤みち子氏（愛知県保険医協会副理事長）
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の
社
会
的
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務
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た
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て
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う
と
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び
か
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を
締
め
く
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っ
た
。

「反核日本の音楽家たち・名
古屋」のメンバ ーの若尾真
理子さんの歌唱指導による全
員合唱あり、シンポジストの
本秀紀先生によるギターの弾
き語りあり、大いに盛り上が
ったレセプション

分科会のテーマと報告者
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